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【磁気共鳴画像を用いた非侵襲的脳形態／血流情報の取得および脳機能の解明】
　非侵襲的に脳画像を取得することのできる磁気共鳴画像

（MRI）装置では形態や血流を得るための最適撮像パラメータの
探索・および新しい撮像パラメータの開発によって従来造影剤
を用いなくては評価のできなかったものが非侵襲的に取得する
ことができる。MRI 装置で得られた画像の画素値は無次元の信
号強度であるため、理論に基づいた画像処理によって緩和時間
や血流量などの定量値に変換することができる。特に arterial 
spin labeling（ASL）の手法を用いた非造影での脳血流量評価
や血行動態の簡便な描出は有用でありこれらの技術を用い研究
を重ねている。（図1）

　resting state functional MRI（rsfMRI）は安静時の脳磁気共
鳴画像を取得することにより複数の脳領域間において課題など
の違いによる活動の相関関係の変化を捉えることができ、脳領
域間の機能的結合（functional connectivity）を評価すること
が可能となる。デフォルトモードネットワーク（default mode 
network：DMN）という内側前頭前野・後部帯状回・外側下頭
頂を主たる領域とした課題負荷のない安静時に血流が増加する
という特異的なネットワーク網を解明することで離れた領域間
の神経活動の相関の程度を評価できるため、痛みのような主観
的感覚において脳内での状態を詳細に解明することが可能とな
る。（図2）
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図1　45秒で撮像できる4D-MRA（magnetic resonance angiography）

図 2　眼痛の有無における connectivity matrix analysis




